
Copyright © Murata Software Co., Ltd. All rights reserved. 105 September 2023

質問 11

質問
粘弾性を考慮した圧電調和解析の方法は？

回答
粘弾性を考慮する場合は複素弾性率を使用します。
粘弾性を考慮する場合、等方性材料として計算しています。そのため横
弾性係数（せん断弾性係数）を計算する際「圧電定数」タブで指定した
「ポアソン比」を使用しています。（次スライドを参照）
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質問 10

圧電調和解析で「粘弾性」を考慮することができます。

• 粘弾性を考慮する場合は複素弾性率を使用します。

• D∗ = D 1 + 𝑗 tan 𝛿 = 𝐷𝑟𝑒 + 𝑗 𝐷𝑖𝑚

D∗:複素弾性率, 𝐷𝑟𝑒:貯蔵弾性率, 𝐷𝑖𝑚:損失弾性率

• 粘弾性を考慮する場合、等方性材料として計算しています。そのため横弾性係数（せん断弾性係数）を計
算する際「圧電定数」タブで指定した「ポアソン比」を使用しています。


